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News Release 

 

2025 年 10 月 27 日  

 

 

JAXA の新型宇宙ステーション補給機 1 号機（HTV-X1）に、 

リコーのペロブスカイト太陽電池が搭載 

～太陽電池の性能を宇宙実証で検証～ 

 

 

株式会社リコー（社長執行役員：大山 晃、以下、リコー）は、国立研究開発法人宇宙航空研究開発機

構（理事長：山川 宏、以下、JAXA）が開発した新型宇宙ステーション補給機 1 号機（HTV-X1）（以下、

HTV-X1）に搭載された SDX（Space solar cell Demonstration system on HTV-X：次世代宇宙用太陽電

池実証装置）に、リコーが開発するペロブスカイト太陽電池が搭載されたことをお知らせします。HTV-X1

は、2025 年 10 月 26 日に打ち上げられ、物資輸送後に、軌道上での実証実験が行われます。 

 

 

HTV-X1 に搭載された SDX （C)JAXA 

 

リコーは、脱炭素社会の実現に向けた取り組みの一環として、ペロブスカイト太陽電池の実用化に向け

技術開発に取り組んでいます。2017 年からは、JAXA 宇宙探査イノベーションハブとの共同研究に参画

し、宇宙でも高い耐久性を発揮するペロブスカイト太陽電池の開発に取り組んできました。JAXA は、今

回の宇宙実証で、HTV-X1 が国際宇宙ステーション（ISS）へ物資を輸送した後、宇宙空間にリコーのペロ

ブスカイト太陽電池を約 2 か月間晒し、電流‐電圧（I-V）特性の取得や、発電性能・耐久性などの評価を

行うことを計画しています。従来の衛星用太陽電池は、重量が重く打上げにコストがかかり、宇宙線（宇宙

空間を飛び交う放射線）による劣化や、十分に太陽光が当たらないと発電ができないといった課題があり

ます。ペロブスカイト太陽電池は、低照度での高い発電量と、宇宙線に対する高い耐久性、また将来的

にはフレキシブル化や軽量化も可能な素材であることから、宇宙空間での活用も期待されています。 
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リコーは現在、複合機の開発で培った有機感光体技術と、インクジェットヘッド技術、インク・サプライ技

術、プリンティングシステム技術、ロール to ロール搬送技術を掛け合わせることにより、ペロブスカイト太

陽電池の高変換効率化・高耐久化に加え、高生産性・低コスト化の実現を目指しています。インクジェット

印刷は、高精度パターニングにより任意の位置に全機能層を積層できるため、意匠性の付与やサイズの

カスタマイズも可能であり、太陽電池のさらなる普及拡大を後押しするものと考えています。 

 

今回実施される宇宙実証の成果を活用し、ペロブスカイト太陽電池の性能向上と、高耐久化の開発を

さらに進め、ペロブスカイト太陽電池の早期事業化を目指します。 

 

 

■関連情報 

HTV-X1 号機 ミッション 

https://humans-in-space.jaxa.jp/htv/mission/htv-x1/ 

 

 

JAXA 宇宙探査イノベーションハブ 

https://www.ihub-tansa.jaxa.jp/ 

 

インクジェット印刷ペロブスカイト太陽電池 

https://jp.ricoh.com/technology/tech/138_PSC 

 

■関連ニュース 

超小型衛星「DENDEN-01」にリコーの宇宙用ペロブスカイト太陽電池が搭載 

https://jp.ricoh.com/release/2024/0625_1 

 

 

＊社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。 

 

 

| リコーグループについて | 

リコーグループは、お客様のDXを支援し、そのビジネスを成功に導くデジタルサービス、印刷および画像ソリュ

ーションなどを世界約200の国と地域で提供しています（2025年3月期グループ連結売上高2兆5,278億円）。 

”はたらく”に歓びを 創業以来85年以上にわたり、お客様の“はたらく”に寄り添ってきた私たちは、これからもリ

ーディングカンパニーとして、“はたらく”の未来を想像し、ワークプレイスの変革を通じて、人ならではの創造力

の発揮を支え、さらには持続可能な社会の実現に貢献してまいります。 

詳しい情報は、こちらをご覧ください。 

https://jp.ricoh.com/ 

 

 


